
町内会やゴミ出しについて思うこと 

【ご意見】（令和６年５月２日受付） 
 

 

日頃市民の為に働いていただきありがとうございます。 

ずっと思っていたのですが町内会やゴミ当番、回覧板、避

難訓練（実際に役にたつとは思えない避難訓練など不必要な

仕事が多く、仕事も休まなければいけない。）避難訓練は暑く

て去年具合悪くなり、途中で帰りました。避難場所さえわかっ

ていれば大丈夫だと思います。 

転勤で他所から来た社員の方もびっくりしていました。また、

それに伴うみんな入ってる。入ってないとゴミ出しや災害に会

った時フォローしてもらえないのではないか？という心配

and同調圧力にも。 

他の市町村や東京で生活していた子達も千曲市に帰ってく

ると、この地域は面倒な事が沢山だから、千曲市からいずれ

出て行きたそうです。今は親世代の私達がいるので千曲市で

暮らしていますが‥。 

ゴミは戸別回収にすれば、ゴミの量も減るし（実際に減った

市町村があります）、またマナーも守りますよね。ダメな物が

混入していたらその場に置いていけば良いので。高齢者にも、

早起きが体調によってできない人にも、夜勤の仕事でゴミ当

番が辛い、できない人もいます。 

配布物もいる人だけにすれば回覧板などという仕事はなく

なると思います。いる、いらないを町内会に伝えるのではなく、

もう配らないので、いる人は年間配布希望と伝える様にすれ

ば良いです。いる、いらない聞かれた事がありません。ポスト

の場所も様々で他人のプライバシー領域の家の庭の中まで入

りたく無いというのもあります。時間も天候も考慮しなければ

いけませんし。 

コロナの時に町内会ほとんど停止していましたが、困りませ

んでした。むしろ行事参加を断るというアクションしなくてい

いので安心して暮らせました。なので、いらないと思います。 

 

 

 



 

町内会解散して、ゴミも戸別回収の市町村に千曲市がなれ

ば、若い人も定住してくれると思います。多分、それが移住を

促す魅力になると思います。私も、そういう市町村があれば引

越したいです。 

長々といろいろ書いてしまいましたが、千曲市が住みやす

い場所になって欲しいと思っています。 

 
このたびは貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございます。お寄せいただき

ました内容につきまして、下記のとおりご回答申し上げます。   

【回答】 

１ 町内会の在り方について 

区・自治会は地域の住民自らで構成されている自治組織で、住民の交流や福祉・

環境・防災・防犯などを目的とした活動を行っており、住民同士が助け合い、自らの

地域を住みやすくするために組織された任意団体で、行政と住民をつなぐ大切なパ

イプ役も担っています。 

区・自治会は市で運営する組織ではないため、いただいた全てのご要望をお受け

することは出来かねます。区民の皆様が従来の方法を改め、区役員や住民の負担を

軽減させるよう区・自治会の中でご提言などいただくことで共有、共感が生まれ改善

が期待でき、より住みやすい地域になると考えております。 

担当  市民生活課 

 

 

２ ごみ当番について 

当市において、ごみ収集は「ごみステーション」から行うこととしております。 

県外では、ステーションによらず戸別収集方式を採用している自治体もありますが、

当市では財政規模や収集事業者の状況を勘案すると、実施が難しいのが現状です。 

また、ごみステーションの設置及び管理運営は、区・自治会が行っており、その方法

は、様々です。ごみ当番活動については、地域の実情に応じて時間や内容を決めたう

え、区民の皆様にお願いしております。 

担当 環境課 

 

 

 

 

 

 



 

３ 回覧板について 

回覧板でお知らせする市や区等の情報については、関心のある内容が個人で異な

るため、一律廃止することは難しい状況です。また、ご提案の「配布希望制」を導入し

た場合、年度当初には判明しないような、臨時の工事に関する情報やイベント情報、

地区独自の行事に関する出不足金の周知等、適時適切に対象区民の方に周知でき

ず、不利益を被るリスクも想定されます。 

一方で、紙での市報、回覧物が不要である場合は、区長・自治会長又は区役員に

連絡をするよう、ご案内させていただいております（令和６年３月号の千曲市報 15ペ

ージ下段）ので、ご検討いただければと存じます。 

併せて、今後は紙の回覧板に替えて電子化の導入等、多様な情報伝達の方法を

研究してまいります。 

総務課 

 

 

４ 消防訓練について 

災害時には、自分の身は自分で守るという「自助」や、地域や仲間、みんなで助け

合う「共助」が何よりも大切です。 

 防災訓練は、防災における意識向上や、知識習得により「自助」の力を高める場で

あると同時に、地域住民が訓練を通じてコミュニケーションをとることで「共助」の力

を高める場でもあります。 

災害に強い地域づくりのため、防災訓練へのご理解をお願いいたします。 

 

危機管理防災課 

 


